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Ⅰ  経営実績と考察及び評価 

１ 中期財政収支実績 

※ 表 の 見 方  

１  平 成 ２ ４ 年 度 決 算 か ら 、地 方 公 営 企 業 法 施 行 令 等 の 一 部 を 改 正 す る 政 令（ 平 成 ２ ４ 年 政 令

第 ２ ０ 号 ）及 び 地 方 公 営 企 業 法 施 行 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 省 令（ 平 成 ２ ４ 年 総 務 省 令 第 ６

号 ）に 基 づ く 、地 方 公 営 企 業 会 計 基 準（ 新 会 計 基 準 ）を 適 用 し た た め 、計 画 時 と 異 な る 項 目

が 含 ま れ て い ま す 。  

２  平 成 ２ ３ 年 度 の 計 画 は 、「 平 塚 市 民 病 院 将 来 構 想 」 の 計 画 値 を 使 用 し て い ま す 。  

３  端 数 処 理 を 行 っ て い る た め 、 合 計 が 合 わ な い こ と が あ り ま す 。  

４  計 画 は 、 各 年 度 の 予 算 額 と は 異 な り ま す 。  

（１） 収益的収支及び資本的収支 

ア  収 益 的 収 支  

区 分 ／ 年 度  
平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  

収 

入 

１ 医業収益（ア） 9 ,446  9 , 1 78  △268 9 ,472 9 , 8 17 345 9 ,954  10 , 209 255

（１）入院収益 6 ,480  6 , 6 27  147 6 ,456 7 , 0 82 626 6 ,938  7 , 3 99 461

（２）外来収益 2 ,662  2 , 2 78  △384 2 ,700 2 , 4 51 △249 2 ,700  2 , 5 18 △182

（３）その他 305  273  △32 316 285 △31 316  292 △24

２ 医業外収益 1 ,138  1 , 2 41  103 1 ,159 1 , 2 79 120 1 ,175  1 , 3 34 159

（１）他会計負担金 1 ,003  1 , 0 31  28 1 ,024 1 , 0 23 △1 1,040  1 , 0 03 △37

（２）その他（※１） 135  210  75 135 256 121 135  331 196

経常収益（Ａ） 10 ,584  10 , 419  △165 10 ,631 11 , 096 465 11 ,129  11 , 543 414

支 

出 

１ 医業費用（イ） 10 ,169  9 , 5 53  △616 10 ,182 10 , 246 64 10 ,661  11 , 029 368

（１）給与費 5 ,307  5 , 5 39  232 5 ,346 5 , 7 61 415 5 ,495  6 , 0 23 528

（２）材料費 2 ,745  1 , 8 48  △897 2 ,750 1 , 9 99 △751 2 ,877  2 , 1 66 △711

（３）経費 1 ,794  1 , 8 21  27 1 ,774 1 , 9 33 159 1 ,770  1 , 9 93 223

（４）減価償却費 295  312  17 284 501 217 491  656 165

（５）資産減耗費 10  9  △1 10 23 13 10  160 150

（６）研究研修費 18  24  6 18 29 11 18  30 12

２ 医業外費用 275  407  132 340 369 29 352  368 16

（１）支払利息等 190  184  △6 214 170 △44 228  156 △72

（２）雑支出（※２） 9  170  161 9 186 177 9  197 188

（３）繰延勘定償却 
（※３） 

76  52  △24 116 - - 114  - -

（４）長期前払消費税 
勘定償却（※３） 

-  -  - - 12 - -  15 -

経常費用（Ｂ） 10 ,444  9 , 9 60  △484 10 ,522 10 , 615 93 11 ,013  11 , 397 384

（ 単 位 ： 百 万 円 ）
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区 分 ／ 年 度  
平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  

医 業 損 益  
（ ア ） - （ イ ）  

△723  △375  348 △710 △429 281 △707  △820 △113

経 常 損 益  
（ Ａ ）-（ Ｂ ） （ Ｃ ） 140  459  319 109 481 372 116  146 30

特 別 利 益 （ Ｄ ）  94  102  8 96 470 374 97  213 116

特 別 損 失 （ Ｅ ）  154  181  27 134 1 , 0 46 912 200  170 △30

純 損 益  
（ Ｃ ） +（ Ｄ ） -（ Ｅ ） 80  380  300 71 △ 95 △166 13  189 176

◇ 実 績 は 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 額 を 除 く 。  

※ １  平 成 ２ ４ 年 度 及 び 平 成 ２ ５ 年 度 実 績 に は 、新 会 計 基 準 の 導 入 に よ る「 長 期 前 受 金 戻 入（ み な し

償 却 制 度 の 廃 止 に よ り 、補 助 金 等 に よ り 取 得 し た 償 却 資 産 の 減 価 償 却 見 合 い 分 を 順 次 収 益 化 し た

も の ）」 を 含 む 。  

※ ２  雑 支 出 に は 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 関 係 雑 支 出 を 含 む 。  
※ ３  繰 延 勘 定 償 却 は 、新 会 計 基 準 の 導 入 に よ り「 繰 延 勘 定 」が 改 正 さ れ 、繰 延 経 理 が 認 め ら れ な く

な っ た 。し か し 繰 延 勘 定 の う ち 、控 除 対 象 外 消 費 税 は 長 期 前 払 消 費 税 と し て 固 定 資 産 へ の 振 替 が

認 め ら れ た こ と を 受 け 、平 成 ２ ４ 年 度 及 び 平 成 ２ ５ 年 度 実 績 に は 、引 き 続 き「 長 期 前 払 消 費 税 勘

定 償 却 」 と し て 経 理 し て い ま す 。  

【 収 益 の 推 移 】  【 費 用 の 推 移 】  

【 損 益 の 推 移 】  【 伸 び 率 （ 医 業 収 益 ・ 医 業 費 用 ）】

( 7 . 0 % )  

( 4 . 0 % )  
( 7 . 3 % )  

( 7 . 6 % )  

（ 単 位 ： 百 万 円 ）
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【 医 業 費 用 の 推 移 】  

【 医 業 費 用 の 構 成 比 率 比 較 】  
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考 察  

収 益 的 収 入 に つ い て は 、平 成 ２ ３ 年 度 は 、平 成 ２ ３ 年 ２ 月 に 院 外 処 方 箋 業 務 移 行 し た

こ と な ど に よ り 、計 画 よ り 実 績 は 減 と な り ま し た が 、平 成 ２ ４ 年 度 以 降 は 、計 画 よ り 増

と な っ て お り 、 平 成 ２ ５ 年 度 は 平 成 ２ ３ 年 度 と 比 べ て 約 １ １ 億 円 の 増 と な っ て い ま す 。

主 な 要 因 と し て 、平 成 ２ ４ 年 ４ 月 の 診 療 報 酬 改 正 に 伴 う 単 価 の 増 、手 術 件 数 等 及 び 救 急

搬 送 件 数 の 増 加 の 他 、地 域 医 療 支 援 病 院 の 承 認（ 平 成 ２ ４ 年 ９ 月 ）に よ る 加 算 が 考 え ら

れ ま す 。  

収 益 的 支 出 に つ い て は 、収 益 的 収 入 の 動 向 と 同 じ く 、平 成 ２ ３ 年 度 は 、計 画 よ り 実 績

が 減 と な り ま し た が 、平 成 ２ ４ 年 度 以 降 は 、計 画 よ り 増 と な っ て お り 、平 成 ２ ５ 年 度 は

平 成 ２ ３ 年 度 と 比 べ 約 １ ４ 億 円 の 増 と な っ て い ま す 。医 業 費 用 に つ い て は 、す べ て の 項

目 に お い て 増 加 し て お り 、特 に 医 業 費 用 の 伸 び 率 は 、医 業 収 益 の 伸 び 率 に 対 し 、平 成 ２

４ 年 度 か ら 平 成 ２ ５ 年 度 に か け て 、３ ．６ ポ イ ン ト 増 に な っ て い ま す 。こ の こ と が 、経

常 収 支 比 率 及 び 医 業 収 支 比 率 の 下 降 傾 向 に 大 き く 影 響 し て い ま す 。  

収 益 的 支 出 の 内 容 に つ い て は 、材 料 費 を 除 く す べ て の 項 目 は 、計 画 よ り 実 績 は 増 と な

っ て い ま す 。3 年 間 の 実 績 を 見 る と 、特 に 給 与 費 、経 費 及 び 減 価 償 却 費 は 、医 業 費 用 に

占 め る 割 合 も 増 え て お り 、他 の 支 出 項 目 を 大 き く 圧 迫 す る 要 因 と な っ て い ま す 。そ の 主

な 原 因 と し て 、給 与 費 で は 職 員 数 の 増 加 、経 費 で は 光 熱 水 費 、高 度 医 療 機 器 の 購 入 や 電

子 カ ル テ 導 入 に 伴 う 保 守 委 託 等 の 増 加 、減 価 償 却 費 で は 、高 度 医 療 機 器 の 購 入 と 新 会 計

基 準 導 入 に 伴 う 仮 設 救 急 棟 等 の リ ー ス 資 産 の 増 加 に よ る も の と 考 え ら れ ま す 。  

一 方 、計 画 よ り 実 績 が 減 と な っ た 材 料 費 は 、院 外 処 方 箋 業 務 移 行 と 医 薬 品 の 共 同 購 入 、

診 療 材 料 の 標 準 化 を 実 施 し た こ と が 、費 用 抑 制 の 要 因 に な っ た と 考 え ら れ ま す 。し か し 、

医 療 の 高 度 化 や 手 術 件 数 等 の 増 加 に よ り 、材 料 費 は 増 加 し て い く た め 、今 後 、病 院 と し

て 必 要 な 診 療 材 料 の 選 択 及 び 適 正 価 格 の 把 握 が 求 め ら れ ま す 。  

ま た 、新 会 計 基 準 導 入 に よ る 経 理 上 の 影 響 と し て 、平 成 ２ ４ 年 度 の 特 別 損 益 に つ い て 、

償 却 資 産 の 減 価 償 却 見 合 い 分 の 過 年 度 分 を 特 別 利 益 に 、み な し 償 却 制 度 の 廃 止 に よ る 減

価 償 却 累 計 額 の 過 年 度 分 及 び 引 当 金 を 特 別 損 失 に 計 上 し た た め 、平 成 ２ ４ 年 度 の 純 損 益

は 赤 字 と な っ て い ま す 。  

イ  資 本 的 収 支  

区 分 ／ 年 度  
平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  

収 

入 
１ 企業債 1 ,905  738  △1,167 1 ,968 398 △1,570 2 ,383  437 △1,946

２ 補助金 47  47 104 104 226 226

３ 他会計負担金 8 8

４ その他 3  3 5 5  11 11

収入計（Ａ） 1 ,905  788  △1,117 1 ,968 515 △1,453 2 ,383  673 △1,710

支 

出 

１ 建設改良費 1 ,956  521  △1,435 2 ,221 916 △1,305 2 ,658  1 , 2 10 △1,448

（１）資産購入費 150  380  230 650 537 △113 150  659 509

（２）病院建設費 1 ,806  141  △1,665 1 ,571 379 △1,192 2 ,508  551 △1,957

２ 企業債償還金 303  303  0 350 377 27 405  513 108

３ 一括償還額 16 16

４ 開発費（※１） 200  639  439 20 △20 20  △20

５ その他 27  18  △9 27 31 4 27  53 26

支出計（Ｂ） 2 ,486  1 , 4 81  △1,005 2 ,618 1 , 3 40 △1,278 3 ,110  1 , 7 77 △1,333

差 引 不 足 額  
（ Ａ ） － （ Ｂ ）  △581  △693  △112 △650 △825 △175 △727  △1,104 △377

◇ 実 績 は 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 額 を 含 む 。  

※ １ ： 開 発 費 は 、 地 方 公 営 企 業 会 計 基 準 の 見 直 し に よ り 、 平 成 ２ ４ 年 度 実 績 か ら 無 形 固 定 資 産 と し て 「 資 産 購

入 費 」 に 計 上 し て い ま す 。  

（ 単 位 ： 百 万 円 ）
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考 察  

新 棟 建 設 に つ い て 、 当 初 の 計 画 で は 、 平 成 ２ ３ 年 度 か ら の 工 事 着 工 を 予 定 し て い ま

し た が 、 北 棟 の 構 造 再 計 算 に 相 応 の 時 間 を 要 し た こ と な ど に よ り 、 平 成 ２ ５ 年 度 か ら

着 工 に な っ た た め 、 計 画 に 対 し 、 関 連 す る 企 業 債 の 借 入 れ や 病 院 建 設 費 の 支 出 の 実 績

は 減 に な っ て い ま す 。  

（２） 企業債残高 

区 分 ／ 年 度  
平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  

借 入 額  1 ,905 738  △1,167 1 ,968 398 △1,570 2 ,383  437 △1,946

元 金 償 還 額  303 303  0 350 393 43 405  513 108

年 度 末 現 在 高  4 ,966 3 , 7 99  △1,167 6 ,584 3 , 8 05 △2,779 8 ,562  3 , 7 28 △4,834

考 察  

企 業 債 残 高 に つ い て は 、新 棟 建 設 の 開 始 が 遅 れ た た め に 、計 画 ど お り の 企 業 債 の 借 入

れ を し ま せ ん で し た 。  

（ 単 位 ： 百 万 円 ）

【 新 市 民 病 院 完 成 予 想 図 】  
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２  患者実績 

区 分 ／ 年 度  
平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  

入 院 患 者 数 （ 人 ）  132,748 130,143 △2,605 132,386 129,993 △2,393 136,036 130,785 △5,251

外 来 患 者 数 （ 人 ）  258,640 246,593 △12,047 256,444 254,267 △2,177 256,444 252,464 △3,980

考 察  

入 院 患 者 数 実 績 は 、 計 画 よ り 減 と な り ま し た が 、 伸 び 率 は ほ ぼ 横 ば い と な り 、 外 来 患

者 数 実 績 は 、 計 画 よ り 減 と な り ま し た が 、 平 成 ２ ３ 年 度 か ら 平 成 ２ ４ 年 度 は 、 ７ ， ６ ７

４ 人 増 加 し ま し た 。  

こ れ は 、 地 域 医 療 支 援 病 院 と し て 、 地 域 の 医 療 機 関 と の 連 携 強 化 や 、 市 民 や 患 者 向 け

に 、 市 民 病 院 を よ り 理 解 し て い た だ く た め に 、 病 院 広 報 誌 な ど で 新 の 医 療 情 報 を 発 信

し た こ と も 、 患 者 の 確 保 に つ な が っ た と 考 え ら れ ま す 。  

今 後 は 、 医 療 の 機 能 分 化 が 進 む 中 、 病 院 経 営 の 基 礎 と な る 「 患 者 の 動 向 」 に 注 視 し 、

患 者 満 足 度 ア ン ケ ー ト や 病 院 機 能 評 価 に 基 づ く 改 善 に 努 め な が ら 、 医 療 圏 の 患 者 か ら 市

民 病 院 は「 何 を 求 め ら れ て い る の か 。」を 見 定 め 、患 者 に 満 足 し て い た だ け る「 地 域 の 公

立 の 医 療 機 関 」 と し て 、「 安 全 と 信 頼 」 を 維 持 継 続 し て い く 必 要 が あ る と 考 え ま す 。  
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３  医療器械設備投資実績 

区 分 ／ 年 度  
平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  計 画  実 績  増 減  

医 療 機 器 整 備  

（ 通 常 分 ）  
150 145  △5 150 196 46 150  157 7

医 療 機 器 整 備  

（ 高 額 機 器 分 ）  
― 142  142 ― ― ― ― ― ―

医 療 機 器 整 備  

（ 新 棟 整 備 関 係 分 ）  
― ― ― 500 262 △238 ― 361 361

合 計  150 287  137 650 458 △192 150  518 368

◇ 高 度 医 療 機 器 購 入 実 績  

平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰ Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 （ ３ ２ ０ 列 ）  手 術 用 顕 微 鏡  

Ｍ Ｒ Ｉ  Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 （ ６ ４ 列 ）  IVR-CT 一 式  

注 射 薬 管 理 装 置 機 器 他  Ｘ 線 Ｔ Ｖ 装 置  FPD（ ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨﾃｸﾀｰ）  

ｽﾃﾗｯﾄﾞ 100S ｾﾝﾄﾗﾙﾓﾆﾀ､ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞﾓﾆﾀ 

超 音 波 診 断 装 置  眼 撮 影 装 置  

ﾎﾙﾐｳﾑﾚｰｻﾞ 

ﾏﾙｹｯﾄﾎﾙﾀﾞｰ解 析 ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ 

温 冷 配 膳 車 一 式  

※ 主 な 医 療 機 器 を 掲 載  

考 察  

市 民 病 院 は 、地 域 の 医 療 需 要 が 高 度 化・多 様 化 す る 中 で 、診 療 機 能 の 充 実 を 図 る た め 、

購 入 実 績 の と お り 、 計 画 的 な 医 療 機 器 の 更 新 を 進 め て い ま す 。  

 特 に 平 成 ２ ４ 年 度 及 び 平 成 ２ ５ 年 度 は 、 新 棟 に 向 け た 医 療 機 器 整 備 を 行 う た め 支 出 が

増 加 し ま し た が 、 補 助 金 を 活 用 し 、 財 政 負 担 の 軽 減 を 図 り な が ら 購 入 を 進 め ま し た 。  

 し か し 、 高 度 医 療 機 器 の 整 備 は 、 機 器 保 守 委 託 料 や 減 価 償 却 費 の 増 加 を 招 く こ と に な

る た め 、 医 業 収 益 と の バ ラ ン ス を 考 え な が ら 、 計 画 的 に 更 新 ・ 導 入 す る こ と が 求 め ら れ

ま す 。  

（ 単 位 ： 百 万 円 ）
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４  財務等指標 

◇ 指 標 の 評 価 基 準  

◎  計 画 を 上 回 る 。  

○  ほ ぼ 計 画 ど お り 。  

× 計 画 を 下 回 る 。  

（１） 病院の財政収支状況 

事 業

計 画  

目 標 項 目  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

経 常 収 支 比 率 （ ％ ）
経 常 収 益 ÷経 常 費 用  

×100
101.3 101 101

実 績  

目 標 項 目  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

経 常 収 支 比 率 （ ％ ）
経 常 収 益 ÷ 経 常 費 用  

×10 0
104.6 104.5 101.3

 

区 分 ／ 年 度  Ｈ ２ ３  Ｈ ２ ４  Ｈ ２ ５  

経 常 収 支 比 率 (%)  

（ 計 画 ）  101 .3  101  101

（ 実 績 ）  104 . 6  104 . 5  101 . 3

経 常 収 支 比 率 (%)  

(負 担 金 除 く ）  
（ 実 績 ）  94 .3  94 .9  92 .5

評価の考え方 
総合 

評価 

（ １ ）経 常 収 支 比 率 は 、３ か 年 す べ て 計 画 を 上 回 っ た 。特 に 平 成 ２ ３ 年 度

と 平 成 ２ ４ 年 度 は ３ ．３ ポ イ ン ト 、３ ．５ ポ イ ン ト と 計 画 を 大 き く 上

回 っ た （ ◎ ）。  
◎ 

※ 参 考 ： 他 会 計 負 担 金 を 除 い た 経 常 収 益 に 対 す る 経 常 費 用 の 比 率 に つ い て  
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考察 

病 院 の 財 政 状 況 の 指 針 と な る 経 常 収 支 比 率 は 、 計 画 を 上 回 り 、 ま た 経 常 収 益 が 経 常 費

用 を 上 回 り 、 ３ か 年 黒 字 と な り ま し た 。  

し か し 、 傾 向 と し て 、 医 業 費 用 の 伸 び 率 が 医 業 収 益 の 伸 び 率 よ り 高 い た め 、 比 率 を 下

げ る 結 果 と な っ て い ま す 。 医 業 費 用 が こ の ま ま の 伸 び 率 で 推 移 す る こ と に な れ ば 、 新 棟

建 設 に 伴 う 支 出 の 影 響 を 考 慮 し な く て も 、 比 率 が 赤 字 に 転 換 す る こ と が 懸 念 さ れ ま す 。

ま た 、 市 立 の 病 院 の 使 命 と し て 、 市 民 の 為 に 確 保 し な け れ ば な ら な い 救 急 医 療 や 周 産

期 医 療 な ど を 担 う 必 要 性 か ら 、 市 か ら 負 担 金 を 受 け て お り 、 こ の こ と は 、 市 民 病 院 が 、

市 民 の 皆 さ ん か ら 補 助 を 受 け て 、 こ れ ら の 事 業 を 展 開 し て い る こ と に な り ま す 。  

今 後 、 新 棟 建 設 へ の 大 型 投 資 が 加 わ る こ と を 考 え る と 、 収 支 の 比 率 を い か に 維 持 し て

い く か が 病 院 経 営 上 の 課 題 で あ る と 考 え ま す 。  

（２） 収益の確保と費用の抑制 

事 業  

計 画  

目 標 項 目  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

医 業 収 支 比 率 （ %）
医 業 収 益 ÷医 業 費 用  

×100 
92.9 93 93.3

職 員 給 与 費  

対 医 業 収 益 比 率（ ％ ）

職 員 給 与 費 ÷ 医 業 収 益  

×100 
56.2 56.4 55.2

材 料 費  

対 医 業 収 益 比 率（ %）

材 料 費 ÷ 医 業 収 益  

×100 
29.1 29.0 28.9

入 院 診 療 単 価 （ 円 ）
年 間 入 院 収 益  

÷年 間 延 入 院 患 者 数  
48,812 48,766 51,000

外 来 診 療 単 価 （ 円 ）
年 間 外 来 収 益  

÷年 間 延 外 来 患 者 数  
10,291 10,530 10,530

実 績  

目 標 項 目  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

医 業 収 支 比 率 （ %）
医 業 収 益 ÷ 医 業 費 用  

×10 0  
96.1 95.8 92.6

職 員 給 与 費  

対 医 業 収 益 比 率（ %）

職 員 給 与 費 ÷ 医 業 収 益  

×10 0  
60.4 58.7 59.0

材 料 費  

対 医 業 収 益 比 率（ %）

材 料 費 ÷ 医 業 収 益  

×10 0  
20.1 20.4 21.2

入 院 診 療 単 価 （ 円 ）
年 間 入 院 収 益  

÷年 間 延 入 院 患 者 数  
50,923 54,479 56,575

外 来 診 療 単 価 （ 円 ）
年 間 外 来 収 益  

÷年 間 延 外 来 患 者 数  
9,239 9,638 9,974
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評価の考え方 
総合 

評価 
（ １ ）医 業 収 支 比 率 は 、平 成 ２ ４ 年 度 ま で は 、計 画 を 大 き く 上 回 っ て い た

が 、 平 成 ２ ５ 年 度 に 計 画 を 下 回 る 結 果 と な っ た （ ○ ）。  
（ ２ ） 職 員 給 与 費 対 医 業 収 益 比 率 は 、 ３ か 年 と も 計 画 を 下 回 っ た （ ×）。  
（ ３ ）材 料 費 対 医 業 収 益 比 率 は 、３ か 年 と も 計 画 を 大 き く 上 回 っ た（ ◎ ）。 
（ ４ ）入 院 診 療 単 価 は 、３ か 年 と も 計 画 を 上 回 っ た 。特 に 平 成 ２ ４ 年 度 及

び 平 成 ２ ５ 年 度 は 大 き く 上 回 っ た （ ◎ ）。  
（ ５ ）外 来 診 療 単 価 は 、平 成 ２ ３ 年 ２ 月 に 院 外 処 方 を 実 施 し た こ と に よ り

３ か 年 と も 計 画 を 下 回 っ た （ ×）。  

○
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考察 

病 院 の 本 来 業 務 の 指 標 で あ る 医 業 収 支 比 率 に つ い て 、計 画 に 対 し 、平 成 ２ ３ 年 度 及 び

平 成 ２ ４ 年 度 実 績 は 上 回 っ て は い る も の の 、平 成 ２ ５ 年 度 は 計 画 を 下 回 り 、収 支 で は ３

か 年 と も 赤 字 と な っ て い ま す 。  

そ の 中 で 、入 院 診 療 単 価 と 材 料 費 対 医 業 収 益 比 率 に つ い て は 、計 画 に 対 し 、大 幅 増 や

大 幅 抑 制 が 達 成 で き て お り 、 収 益 の 確 保 、 支 出 の 抑 制 の 成 果 で あ る と 考 え ら れ ま す 。  

し か し 、 職 員 給 与 費 対 医 業 収 益 比 率 に つ い て は 、 計 画 に 対 し 高 い 比 率 に な っ て お り 、

特 に 平 成 ２ ５ 年 度 は 増 加 傾 向 に 転 じ て い ま す 。こ の こ と は 、経 常 収 支 比 率 、医 業 収 支 比

率 の 下 降 要 因 と な っ て お り 、今 後 、職 員 の 採 用 に つ い て は 、患 者 サ ー ビ ス の 視 点 や 業 務

量 の 増 減 な ど を 精 査 し 、 計 画 的 に 進 め 、 職 員 給 与 費 の 適 性 化 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。  

外 来 診 療 単 価 は 、計 画 よ り 下 回 っ て い ま す が 、上 昇 傾 向 に あ り ま す 。こ れ は 、地 域 の

医 療 機 関 へ の 逆 紹 介 な ど に よ り 、当 院 へ の 外 来 受 診 に あ っ て 、地 域 の 医 療 機 関 か ら の 紹

介 患 者 の 増 加 、高 度 医 療 検 査 機 器 を 利 用 し た 委 託 検 査 の 増 加 及 び 救 急 セ ン タ ー 受 入 件 数

の 増 加 な ど が 要 因 で あ る と 考 え ら れ ま す 。  

（３） 患者の確保 

事 業

計 画  

目 標 項 目  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

病 床 利 用 率 （ %）  
年 間 延 入 院 患 者 数  

÷年 間 延 病 床 数 × 100 
93.0 93.0 90.9

１ 日 平 均  

入 院 患 者 数 （ 人 ）  

年 間 延 入 院 患 者 数  

÷年 間 入 院 診 療 日 数  
363 363 373

１ 日 平 均  

外 来 患 者 数 （ 人 ）  

年 間 延 外 来 患 者 数  

÷年 間 外 来 診 療 日 数  
1,060 1,055 1,055

紹 介 率 （ %）  
地 域 医 療 支 援 病 院 紹 介 率

計 算 式 に よ る  
53.2 62 62

逆 紹 介 率 （ %）  
地 域 医 療 支 援 病 院 紹 介 率

計 算 式 に よ る  
26.2 50 50

実 績  

目 標 項 目  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  

病 床 利 用 率 （ %）  
年 間 延 入 院 患 者 数  

÷年 間 延 病 床 数 ×10 0  
86.7 86.9 87.4

１ 日 平 均  

入 院 患 者 数 （ 人 ）  

年 間 延 入 院 患 者 数  

÷年 間 入 院 診 療 日 数  
355.6 356.1 358.3

１ 日 平 均  

外 来 患 者 数 （ 人 ）  

年 間 延 外 来 患 者 数  

÷年 間 外 来 診 療 日 数  
1,010.6 1,037.8 1 ,034.7

紹 介 率 （ %）  
地 域 医 療 支 援 病 院 紹 介 率

計 算 式 に よ る  
64.9 64.4 63.3

逆 紹 介 率 （ %）  
地 域 医 療 支 援 病 院 紹 介 率

計 算 式 に よ る  
46.5 41.0 44.0
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評価の考え方 
総合 
評価 

（ １ ） 病 床 利 用 率 は 、 ３ か 年 と も 計 画 を 下 回 っ た （ ×）。  

（ ２ ） １ 日 平 均 入 院 患 者 数 は 、 ３ か 年 と も 計 画 を 下 回 っ た （ ×）。  

（ ３ ） １ 日 平 均 外 来 患 者 数 は 、 ３ か 年 と も 計 画 を 上 回 っ た （ ○ ）。  

（ ４ ） 紹 介 率 は 、 ３ か 年 と も 計 画 を 上 回 っ た （ ○ ）。  

（ ５ ）逆 紹 介 率 は 、平 成 ２ ３ 年 度 は 大 き く 上 回 っ た が 、平 成 ２ ４ 年 度 及 び

平 成 ２ ５ 年 度 は 計 画 を 下 回 っ た （ ×）。  

× 

考察 

病 床 利 用 率 は 、計 画 を 下 回 り ま し た が 、患 者 確 保 の た め の 重 要 な 要 素 で あ る 、病 気 の

治 療 や 検 査 に 対 し て 標 準 化 し た 入 院 計 画（ ク リ テ ィ カ ル パ ス ）の 積 極 的 な 作 成 を 進 め る

こ と で 、入 院 患 者 へ の 心 身 的 経 済 的 な 負 担 の 軽 減 や 適 切 な 入 院 体 制 を 整 え て 、実 績 で は 、

病 床 利 用 率 を 上 昇 傾 向 に す る こ と が で き ま し た 。  

１ 日 平 均 入 院 患 者 数 及 び １ 日 平 均 外 来 患 者 数 は 、年 間 入 院 患 者 数 及 び 外 来 患 者 数 と 同

じ く 、１ 日 平 均 入 院 患 者 数 実 績 は ほ ぼ 横 ば い 、１ 日 平 均 外 来 患 者 数 実 績 は 平 成 ２ ３ 年 度

か ら 平 成 ２ ４ 年 度 は 増 加 し ま し た 。  

今 後 、 患 者 を 確 保 す る た め に は 、「 市 民 病 院 を よ り 理 解 し て い た だ く 」 こ と が 必 要 で

す 。そ の た め に 、市 民 や 患 者 、地 域 の 医 療 機 関 に 対 し 新 の 医 療 技 術 や 医 療 情 報 を 提 供

し 「 安 全 と 信 頼 」 を 得 る こ と で 、 市 民 病 院 に 求 め ら れ る ニ ー ズ を 的 確 に 把 握 ・ 分 析 し 、

患 者 数 の 増 加 や「 紹 介 率 」「 逆 紹 介 率 」の 維 持 向 上 を 図 る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ま す 。

な お 、１ 日 平 均 外 来 患 者 数 は 、「 平 塚 市 民 病 院 将 来 構 想 」で、市 民 病 院 は 、「 入 院 診 療

重 視 の 方 針 」で あ る が 、市 民 の た め の 自 治 体 病 院 と い う 認 識 に 立 て ば 、外 来 診 療 を 紹 介

患 者 と 救 急 患 者 に 限 定 す る と い っ た 対 応 は 困 難 で あ る と し 、１ 日 当 た り １ ，０ ５ ０ 人 程

度 を 設 定 し て い ま す 。  



1

（１）「３５事業」の３か年の実績評価について

（２）「１４の主要施策」の評価について

全体評価

評価

ポイント

目標をおおむね達成

（５０％～１００％）

目標を大きく下回る

（０％）

　この経営計画の実効性を高めるために、４つの基本方針を、１４の主要施策３５事業に分類し

ＡＡ

Ａ

Ｂ
（１００％～１２０％）

※平成２５年度以前に完了した事業については、総合評価を「目標達成（評価ポイント１０点）」と
　します。

評価ポイントの平均値 評価内容

（１２０％～１５０％）

目標達成

た「平塚市民病院経営計画実施計画」を策定し、３５事業の目標達成状況及び点検評価を、各年

度年２回実施してきました。

　ここでは、３年間の実施計画の実績評価を総括し、１４の主要施策の目標達成度を評価するこ

とで、経営計画３か年の成果を検証します。

Ｃ

Ｄ

（１００％～１２０％）

目標を上回る達成

（１２０％～１５０％）

目標をおおむね達成

（５０％～１００％）

Ⅱ 主要施策の実績と評価

評価基準

評価基準

目標を大きく上回る達成

（１５０％以上）

目標を下回る

（５０％）

１５点以上

１２点以上１５点未満

１０点以上１２点未満

５点以上１０点未満

５点未満

目標達成

目標を大きく上回る達成

（１５０％）

年度評価で「×」が３つ。

　  ２０点

　  １５点

　  １０点

　　  ５点

　　  ０点

年度評価で「◎」が１つ以上で「×」がない。

目標を下回る

（３０％以上％５０％未満）
　　  ２点年度評価で「×」が２つ。

条件

年度評価で「◎」が２つで「×」が１つ。

年度評価で「○」が３つ。

年度評価で「○」が２つで「×」が１つ。

または、「◎」「○」「×」が１つずつ。

目標を上回る達成

－13－



２

年度 ポイント

23 調査の実施と改善
患者サービス検討委員会の活
動を通したサービス改善の実
施

○

24 調査の実施と改善
患者（外来、入院）満足度ア
ンケート調査の実施

○

25 調査の実施と改善
24年度アンケートに基づく改
善と25年度アンケートの実施

○

23
電源工事、冷温水発生装置
のメンテナンス

電源工事、冷温水発生装置２
台改修実施

○

24 電気設備工事
ホルムアルデヒド対策工事、
電源工事等の施設修繕実施

○

25 電気設備工事
非常用自家発電装置基盤交換
工事等の施設修繕実施

○

23 接遇研修実施 接遇研修実施 ○

24 接遇研修実施 研修内容の見直し ×

25 接遇研修実施 デモ研修の協議と実施 ×

23
実施設計、仮設救急棟建
設、保育所棟建設

基本設計の完成、仮設救急
棟・保育所棟のリース契約・
工事着手、オイルタンク等移
設工事着手

×

24
実施設計、解体（管理棟・
救急棟・保育所）

実施設計の完成、解体工事着
手、仮設バスロータリー工事
着手、新棟建築工事発注公告

○

25
新棟建設（Ｈ２７供用開
始）

新棟建築工事契約と工事着
手、既存棟解体・仮設バス
ロータリー工事完了

○

23 毎月１回 毎月１回開催 ○

24 毎月１回
毎月１回開催、感染対策室、
専従職員の設置、感染管理シ
ステムの導入等

○

25 毎月１回
毎月１回開催、専従・専任メ
ンバーで院内ラウンドと地域
連携の実施

○

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

7.4

院内感染対策
の強化

①感染対策委員会
　の定期開催
②組織改正、専従
　職員の配置
　（平成２４年度追加）

10

評価ポイント合計点 37

事業数 5

職員研修（接
遇）の充実

①接遇研修の実施 2

新棟の建設

①基本設計、実施
　設計
②仮設救急棟建設
③保育所棟建設
④新棟建設

5

全体
評価

成果
評価

患者サービス
の向上

①外来待ち時間調
　査の継続実施
②患者満足度アン
　ケートの実施

10

Ｃ

施設・設備の
改修

①施設・設備等の
　改修

10

主要施策の実績評価

　（１）療養環境の整備

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

患者の視点に立った医療の提供
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年度 ポイント

23 １３．０日 １３．０日 ○

24 １２．５日 １２．６日 ×

25 １２．０日 １１．８日 ◎

年度 ポイント

23 更新審査受審、認定更新
更新審査受審、Ver.６への認
定更新

○

24 指摘事項の改善、機能維持 機能維持改善 完了

25 完了

年度 ポイント

23
広報誌の発行について広報
委員会で検討

検討ＷＧ立ち上げ ○

24 広報誌の発行 広報誌の発行（創刊号） 完了

25 完了

23
医療講座の実施、市民アカ
デミー参加、出前講座実施

市民アカデミー参加、出前講
座実施、家族介護教室実施

○

24
医療講座の実施、市民アカ
デミー参加、出前講座実施

市民アカデミー参加、出前講
座実施、家族介護教室実施

○

25
医療講座の実施、市民アカ
デミー参加、出前講座実施

市民アカデミー参加、出前講
座実施

○

評価ポイント合計点 20

事業数 2

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

10.0

病院広報誌の
発行

①広報誌の定期的
　発行

10

Ｂ

医療講座の開
催

①医療講座の実施
②市民アカデミー
　への参加
③出前講座の実施

10

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価

事業数 1

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

10.0

　（４）広報活動の強化

病院機能評価
の認定更新

①認定更新
②指摘事項の改善
　・機能維持
　（平成２４年度追加）

10 Ｂ

評価ポイント合計点 10

　（３）病院機能評価の認定更新

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価

評価ポイント合計点 5

事業数 1

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

5.0

成果
評価

患者サポート
センターの設
置、活動

①平均在院日数 5 Ｃ

　（２）患者相談体制の充実

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価

－15－



年度 ポイント

23 ７５件 ９６件 ◎

24 １０５件 １００件 ×

25 １１０件 １１２件 ◎

23 医療事故等防止対策

新医療事故防止マニュアルの
作成、インシデントバーコー
ドシステム認証の導入、イン
シデント報告集計、院内端末
上に掲示、注射認証実施状況
調査実施

○

24 医療事故等防止対策

医療安全意識調査、医療安全
に係わる情報発信強化、医療
事故防止マニュアル追加、医
療安全管理指針の改定

○

25 医療事故等防止対策

医療安全情報発信、医療安全
管理指針の改定、医療安全研
修会、患者誤認防止・５Ｓラ
ウンド、医療安全意識調査

○

評価ポイント合計点 25

事業数 2

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

12.5

クリティカル
パスの充実

①クリティカルパ
　スの登録数

15

Ａ

医療安全管理
体制の充実

①医療事故等防止
　対策

10

　（１）医療の標準化

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価

安全で信頼される急性期医療の提供

－16－



年度 ポイント

23
採用計画を策定、採用計画
に沿った職員採用

定数条例改正、新生児手当新
設

×

24
新規看護職２５人採用、離
職率の抑制１０％以下

新規看護職２５人採用、
実習環境の工夫、離職率
１１．４％

×

25
新卒看護職３５人確保、離
職率の抑制１０％以下

新卒看護職３１人採用（新規
看護職５４人採用）、離職率
１０．６％

×

23 乳腺センター 乳腺センターの開設 ○

24 心臓病センター 心臓大血管センターの開設 ○

25 がんセンター 未実施 ×

23 指定要件の整備
要件整備（相談員、がん登
録）、緩和ケア研修会開催等

○

24 がん医療診療体制の充実
キャンサーボードの開催、が
ん医療診療体制の充実、緩和
ケア研修会開催等

○

25 がん医療診療体制の充実
申請要件の整備、地域のホス
ピス等とのふりかえりの会の
開催等

○

23 支援制度の検討 支援制度の検討 ○

24 支援制度の充実 研修全体と支援制度の検討 ×

25 支援制度の充実
研修全体と新たな実施方法の
検討

×

23 — — — —

24 — — — —

25 — — — —

23 ５，５００件 ６，２８４件 ◎

24
９，０００件、病棟薬剤業
務実施加算取得

９，２２２件、病棟薬剤業務
実施加算未実施

×

25
９，５００件、病棟薬剤業
務実施加算取得

９，２５９件、病棟薬剤業務
実施加算未実施

×

評価ポイント合計点 19

事業数 5

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

3.8

研究・研修体
制の充実

①各職種・職場に
　おける研究・研
　修への支援

2

治験の実施 （事業休止）

薬剤管理業務
の充実

①薬剤管理指導件
　数
②病棟薬剤業務実
　施加算の取得
　（平成２４年度追加）

2

医療スタッフ
の充実

①採用計画の策定
②処遇改善の実施
③看護職の採用、
　離職率の抑制
　（平成２４年度追加）

0

Ｄ

臓器別・疾患
別センター化

①臓器別・疾患別
　センター化

5

がん診療連携
拠点病院との
連携

①がん診療連携拠
　点病院の指定要
　件の整備

10

　（２）専門医療の強化

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価
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年度 ポイント

23
フルオーダリング稼働、電
子カルテ稼働

新フルオーダリング及び電子
カルテ導入

完了

24 電子カルテ運用 完了

25 完了

23 ４０件 ９１件（対象１０万円以上） ◎

24 ＣＴ２台、Ｘ線ＴＶの更新
ＣＴ２台、Ｘ線ＴＶの更新完
了

○

25
血管撮影装置の更新、手術
用顕微鏡の購入

ＩＶＲ－ＣＴ（血管撮影装
置）、手術用顕微鏡の購入

○

評価ポイント合計点 30

事業数 2

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

15.0

電子カルテシ
ステムの導入

①電子カルテ導入 10

ＡＡ

高度医療機器
の整備

①高度医療機器の
　更新

20

　（３）医療の情報化・高度化の推進

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価
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年度 ポイント

23
紹介率：６１％、逆紹介
率：５０％

紹介率：６４．９％、逆紹介
率：４６．５％

○

24 神奈川県からの承認
地域医療支援病院の承認
（紹介率：６４．４％、逆紹
介率：４１．０%）

完了

25 完了

23 救急体制の整備 小児の二次救急体制の維持 ○

24
救急体制の維持、ＮＩＣＵ
開設に向けたマンパワーの
確保

小児の二次救急体制の維持、
医師・看護師の増員

○

25
救急体制の維持、新生児科
医の確保

小児の二次救急体制の維持、
新生児科医は未確保

×

年度 ポイント

23 ＥＲハーフ毎日 勤務体制の検討 ×

24 ＥＲハーフ毎日 稼働時間延長の検討 ×

25 ＥＲハーフ平日拡充 ＥＲ平日の稼働時間延長 ○

23 ５，０００人 ５，４９８人 ◎

24 ５，５００人 ５，６０５人 ◎

25 ５，５００人 ６，２５４人 ◎

23

①訓練実施回数：１回
②訓練参加者数：２００人
　以上
③ＤＭＡＴ訓練参加回数：
　２～３回

①訓練実施回数：１回
②訓練参加者数：２１８人
③ＤＭＡＴ訓練参加回数：
　１回、訓練見学１回

○

24

①訓練実施回数：１回
②訓練参加者数：２００人
　以上
③ＤＭＡＴ訓練参加回数：
　２～３回

①訓練実施回数：０回
②訓練参加者数：０人
③ＤＭＡＴ訓練参加回数：
　４回、研修１回

×

25

①訓練実施回数：１回
②訓練参加者数：２００人
　以上
③ＤＭＡＴ訓練参加回数：
　２～３回

①訓練実施回数：１回
②訓練参加者数：２３２人
③ＤＭＡＴ訓練参加回数：
　４回、研修１回

○

評価ポイント合計点 27

事業数 3

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

9.0

ＥＲ体制の強
化

①ＥＲ体制の強化 2

Ｃ

消防救急隊と
の連携

①救急車搬送患者
　数

20

災害時医療体
制の整備

①訓練実施回数
②訓練参加者数
③ＤＭＡＴ訓練参
　加回数

5

　（２）救急医療の充実

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価

評価ポイント合計点 15

事業数 2

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

7.5

地域医療支援
病院の承認

①紹介率
②逆紹介率
③施設基準の申請
　及び認可

10

Ｃ

周産期医療・
小児医療の充
実

①救急（周産期・
　新生児・小児）
　体制の維持
②施設基準を満た
　す新棟ＮＩＣＵ
　開設に向けたマ
　ンパワー確保
　（平成24年度追加）

5

　（１）地域医療連携の推進

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価

地域に根ざした医療の展開
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年度 ポイント

23 ニュースレターの発行
ニュースレター発行、院内情
報システムの導入

○

24 情報ネットワークの共有
院内ポータル利用の情報共
有、経営参画意識醸成研修会
開催

○

25 情報ネットワークの共有
院内ポータルを利用した病床
利用状況把握

○

23 年２回
全部門ヒアリング６月と１１
月に実施

○

24 年２回
全部門ヒアリング６月と１１
月に実施

○

25 年２回
全部門ヒアリング６、７月と
１１月に実施

○

年度 ポイント

23
前年度取り組みによる改善
確認

年１０回の分析報告の実施 ○

24
診療報酬改定取組分析、患
者シェア率分析

年５回の分析報告の実施 ○

25
前年度取り組みによる改善
確認

年１１回の分析報告の実施 ○

23
システム再構築による経営
分析

データ抽出に関する環境構築 ×

24 データ出力による内容確認
仮設定診療データ出力内容評
価確認

×

25 データ出力による内容確認 原価計算分析の実施 ○

23 ９１％ ８６．７０％ ×

24 ９０％ ８６．９０％ ×

25 ９１％ ８７．４０％ ×

23 回収率４０．０％
回収率２８．７％、未収金残
率５７．４％

×

24 未収金残率５５％ 未収金残率５１．４％ ◎

25 未収金残率５３％ 未収金残率４５．８％ ◎

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

6.8

窓口未収金対
策の強化

①未収金金額の縮
　小（未収金残率
　の減少）

15

評価ポイント合計点 27

事業数 4

ＤＰＣ分析を
活用した経営
管理

①診療科との分析
　結果検討会の開
　催

10

Ｃ

原価計算によ
る経営分析

①原価計算システ
　ム再構築

2

病床利用率の
向上

①病床利用率 0

　（２）効率的な病院経営

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価

評価ポイント合計点 20

事業数 2

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

10.0

職員の意識改
革

①院内情報紙発行
②（見直し追加）
　マニュアル、議
　事録、報告等の
　情報共有化を促
　進する

10

Ｂ

病院事業管理
者ヒアリング
の実施

①診療科、看護部
　等部門ヒアリン
　グ

10

　（１）職員の経営参画意識の向上

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価

病院経営の健全性の向上
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年度 ポイント

23
医師事務作業補助加算、電
子画像管理加算

医師事務作業補助体制加算
（50対1）、電子画像管理加
算（単純撮影）、がん患者カ
ウンセリング料、ニコチン依
存症管理料、ＣＴ撮影及びＭ
ＲＩ撮影

○

24
地域医療支援病院入院診療
加算

地域医療支援病院入院診療加
算、医師事務作業補助体制加
算（30対1）、感染防止対策
加算１（地域連携加算有）、
患者サポート体制充実加算、
退院調整加算、救急搬送患者
地域連携紹介（受入）加算、
データ提出加算２　など

○

25
診療報酬の改定に応じた対
応

急性期看護補助体制加算の区
分：25対1（看護補助者5割
以上）、腎腫瘍凝固・焼灼術
（冷凍凝固によるもの）、膀
胱水圧拡張術、検体検査管理
加算（Ⅳ）、がん患者リハビ
リテーション料、腹腔鏡下肝
切除術　など

○

年度 ポイント

23 ８件 ４件 ×

24 １０件 ６件 ×

25 １２件 ７件 ×

23
共同運営開始、試薬購入費
等削減

共同運営開始、試薬購入費
１９．５１％削減

○

24
共同運営、試薬購入費等削
減

共同運営継続、試薬購入費
０．６３％削減

◎

25
共同運営、試薬購入費等削
減

共同運営継続、試薬購入費
１．７１％削減

◎

評価ポイント合計点 20

事業数 2

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

10.0

長期継続契約
の適用

①長期継続契約の
　総件数

0

Ｂ

臨床検査科業
務の委託化

①委託化の実施
②検査業務コスト
　の削減

20

　（４）委託業務内容の見直し

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価

評価ポイント合計点 10

事業数 1

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

10.0

成果
評価

各種施設基準
の取得

①施設基準の新規
　認定
②認定に係る経済
　的試算

10 Ｂ

　（３）保険診療上の施設基準の取得

事業名 成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価
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年度 ポイント

23 共同購入システム検討
医薬品目情報のマッチング実
施

○

24 前年比コスト１％削減
共同購入の運用確認、前年度
比４．５４％コスト削減

◎

25 前年比コスト１％削減
共同購入を開始、前年度比
１．２４％コスト削減

◎

23
調達方式変更、前年度比コ
スト４％削減

調達方式変更、前年度比コス
ト４．０９％削減

○

24 前年度比コスト２％削減
購入先変更・価格交渉等、前
年度比コスト２．６６％削減

◎

25 前年度比コスト１％削減
購入先・メーカーへの交渉等
前年度比１．０２％削減

◎

事業数 2

評価ポイント平均点
（評価ポイント合計点／事業数）

評価ポイント合計点 40

　（５）薬剤・診療材料等の経費削減

事業名

20.0

医薬品の共同
購入

①医薬品購入費削
　減

20

ＡＡ

診療材料の標
準化

①診療材料購入費
　削減

20

成果指標 年度 達成目標
実績

全体
評価成果

評価

【新棟完成予想図】
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３ 主要施策の検証 

患者の視点に立った医療の提供 

施策 評価 検証 

（１） 療養環境の整備 Ｃ 新棟建設などのハード事業から、感染対策活動や患

者サポート活動などのソフト事業まで、市民や患者に

満足していただける市民病院にするための事業に一定

の成果がありました。 

引き続き、「この地域で求められているものは何か」、

「患者から求められているものは何か」という、市民

病院に対する市民や患者からのニーズを、患者満足度

アンケートなどからしっかり把握し、いつまでも、公

立病院として、市民や患者に満足していただけるよう、

療養環境や患者相談体制の改善・充実に努めます。 

また、市民や患者のために必要な最新の医療情報を

提供するため、病院広報誌や医療講座を通じて広報活

動に努めたことは、市の施策の一翼を担う公立病院と

しての役割を果たすことができたと考えます。 

（２） 患者相談体制の充実 Ｃ 

（３） 病院機能評価の認定更新 Ｂ 

（４） 広報活動の強化 Ｂ 

安全で信頼される急性期医療の提供 

施策 評価 検証 

（１） 医療の標準化 Ａ 医療の標準化及び治療計画の可視化を推進するクリ

ティカルパスの作成や、医療事故等を防止する安全管

理体制の確立、医療の質や業務の効率化を図る電子カ

ルテシステムの導入など、患者に安心・安全な事業を、

高いレベルで提供することができました。また、地域

の医療需要の高度化・多様化に対応するため、高度医

療機器の整備も計画的に行いました。 

専門医療の強化では、乳腺や心臓疾患の患者に対し、

医師や看護師、技師がそれぞれ持っている専門知識を、

「チーム医療」として集約しセンター化したことで、

患者から「この病院なら安心して治療に専念できる。」

と高い信頼を得ることができました。これは現場で従

事するスタッフの努力の成果であると考えます。 

その反面、人員の適正配置や研究研修の充実を図る

ことが難しかったため、採用計画の早期作成など、事

業計画の見直しを含めて早急な成果を目指します。 

（２） 専門医療の強化 Ｄ 

（３） 医療の情報化・高度化の推進 ＡＡ 
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地域に根ざした医療の展開 

施策 評価 検証 

（１） 地域医療連携の推進 Ｃ 
地域での急性期病院としての役割を担うために、「地

域医療支援病院」の承認を得たことは、大いなる成果

と考えます。今まで以上に地域貢献に寄与するととも

に、地域医療を牽引する使命を果たしていきます。 

また、災害医療拠点病院として、地域の中心として

活動する責務から、災害を想定した医療訓練を計画的

に実施し、災害時医療体制の充実を図ることもできま

した。 

周産期医療や小児医療、救急医療体制については、

医療スタッフの確保に課題が残りましたが、準備は

着々と進んでおり、今後の成果を目指します。 

（２） 救急医療の充実 Ｃ 

病院経営の健全性の向上 

施策 評価 検証 

（１） 職員の経営参画意識の向上 Ｂ 良質な医療を提供するためには、安定した経営が必

要です。 

この意識を、全職員が持つことが必要であり、その

ために必要な情報を分析し、院内に発信する仕組みを、

この 3 か年で構築することができました。 

費用面については、経費の削減として、医薬品の共

同購入や診療材料の標準化、臨床検査科検体検査業務

の委託化によって、計画を大きく上回る成果を出すこ

とができました。収入面については、診療報酬加算の

積極的取得など、収益確保の対策も確実に実行されま

した。 

（２） 効率的な病院経営 Ｃ 

（３） 保険診療上の施設基準の取得 Ｂ 

（４） 委託業務内容の見直し Ｂ 

（５） 薬剤・診療材料等の経費削減 ＡＡ 
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４ 経営計画の実績評価及び次期経営計画への課題 

 財政状況について、平成２３年度から平成２５年度の３か年は、平成２３年２月に院外

処方箋業務移行があり、平成２３年度は計画に対し、収益及び費用実績がともに減となり

ましたが、平成２４年度以降、収益は計画より増となり、収益事業として高く評価できる

と考えます。 

一方、費用については、材料費の削減はできましたが、給与費、経費及び減価償却費が

増加となり、収益増にもかかわらず、費用がそれ以上の増加となる結果、平成２４年度ま

で上昇傾向だった経常収支比率が、平成２５年度には下降傾向となってしまいました。今

後は、病院整備事業中で安定した収益が見込めないため、事業の見直し等によるコスト削

減及び費用抑制をすることで経常収支比率を維持できるよう、経営努力をする必要がある

と考えます。 

 また、これに結びつく主要施策は、担当部署の努力の結果、多くの事業で目標を達成す

ることができ、市民病院の理念でもある「安全と信頼」を、市民や患者のニーズに適応し

た形で還元できたと考えます。しかし、収支状況との因果関係でみると、新棟整備事業と

いう大型投資事業に関連して、「採用と人員配置」「施設維持整備」及び「医療機器整備」

が、収支状況に大きく左右しています。今後は、収支状況を勘案しながら計画的に事業を

展開するために、「採用及び人員配置計画」「施設維持整備計画」及び「医療機器整備計

画」を策定し、経営計画との相互関係を構築することで、収支状況に応じた効率的かつ合

理的な病院経営をしていくことが重要であると考えます。 

 今後も引き続き、「市民に安全で信頼される病院」「市民に必要とされる病院」を目指

し、市民や患者に満足していただけるよう、安定した病院経営を進めていきたいと思いま

す。 

【今後の病院経営を支える４つの計画】 

医療機器 

整備計画 

採用及び 

人事配置 

計画 

市民病院 
経営計画 

施設維持 

整備計画 

相互関係 
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